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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色、緑色および青色の波長帯域の光を含む白色照明光、または前記青色および前記緑
色の波長帯域にそれぞれ含まれる狭帯域の光からなる狭帯域照明光を出射する光源部と、
　格子状に配置された複数の画素がそれぞれ受光した光を光電変換し、電気信号を画像信
号として生成する撮像素子と、
　前記青色の波長帯域の光を透過するフィルタと、前記青色の波長帯域の光と前記緑色お
よび前記赤色のうち少なくとも一方との波長帯域の光を透過するフィルタと、を少なくと
も有する複数のフィルタで構成されたフィルタユニットであって、前記緑色の波長帯域の
光を透過するフィルタ数が、当該フィルタユニットの全フィルタ数の半数以上であり、か
つ前記青色の波長帯域の光を透過するフィルタ数が前記緑色の波長帯域の光を透過するフ
ィルタ数以上であるフィルタユニットを、前記複数の画素に対応させて配置したカラーフ
ィルタと、
　前記光源部が出射する光と、前記カラーフィルタを構成する各フィルタの特性と、に応
じて定められる使用フィルタ情報に基づいて注目画素を選択し、この注目画素が出力する
電気信号を用いて異なる時間に撮像された画像の動きを検出することにより、前記画像信
号に含まれるノイズ成分を低減するノイズ低減部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記使用フィルタ情報は、



(2) JP 6230409 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

　前記注目画素に対応するフィルタが以下の条件に基づいて、前記光源部が出射する光毎
に設定されたものであることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
　条件１：前記フィルタユニットの中で同種の色成分を透過するフィルタ数が最大のフィ
ルタ。
　条件２：条件１に適合するフィルタが複数ある場合、前記狭帯域照明光の感度がより高
いフィルタ。
【請求項３】
　前記使用フィルタ情報を記録する使用フィルタ情報記録部をさらに備えたことを特徴と
する請求項１または２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記フィルタユニットは、前記青色の波長帯域の光と、前記緑色の波長帯域の光または
前記赤色の波長帯域の光と、を透過するフィルタを含むことを特徴とする請求項１～３の
いずれか一つに記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記フィルタユニットは、前記赤色、緑色および青色の各波長帯域の光を透過するフィ
ルタを含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体内に導入され、該生体内の画像を取得する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）やＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide
　Semiconductor）等の撮像素子が生成した画像信号に含まれるノイズ成分を低減させる
ノイズリダクション処理（以下、「ＮＲ処理」という）として、撮像素子が生成した時間
的に隣接する画像信号に対応する現フレームと前フレームとに基づいて、フレーム間の動
き量を検出し、この動き量に応じて現フレームのノイズ成分を低減する技術が知られてい
る（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、別のＮＲ処理として、撮像素子が生成する画像信号のうち、特定の色成分を透過
するフィルタを透過した光を受光する画素の画素値に基づいて、フレーム間の動き量を検
出し、この動き量に応じて現フレームのノイズ成分を低減する技術が知られている（特許
文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１５０９０３号公報
【特許文献２】特開２０１１－０２９７２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年、内視鏡装置では、白色の照明光（以下、「白色照明光」という）を用
いた白色光観察（ＷＬＩ：White　Light　Imaging）方式に加え、生体の粘膜表層に存在
する毛細血管および粘膜微細模様等を観察するため、青色光および緑色光の波長帯域にそ
れぞれ含まれる二つの狭帯域光からなる照明光（以下、「狭帯域照明光」という）を用い
た狭帯域光観察（ＮＢＩ：Narrow　Band　Imaging）方式が用いられている。
【０００６】
　しかしながら、上述した白色照明光観察方式および狭帯域光観察方式それぞれを行う場
合において、特定のフィルタが設けられた画素から出力される画素値に基づいて、ＮＲ処
理を行うとき、観察方式の特性が異なることに起因して各画素の画素値が異なってくるた
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め、一方の観察方式においてはノイズ成分を適切に低減することができるが、他方の観察
方式においてはノイズ成分を適切に低減することができないという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、白色照明光観察方式および狭帯域光観
察方式のどちらの観察方式においても適切にノイズ成分を低減することができる内視鏡装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る内視鏡装置は、赤色、緑
色および青色の波長帯域の光を含む白色照明光、または前記青色および前記緑色の波長帯
域にそれぞれ含まれる狭帯域の光からなる狭帯域照明光を出射する光源部と、格子状に配
置された複数の画素がそれぞれ受光した光を光電変換し、電気信号を画像信号として生成
する撮像素子と、前記青色の波長帯域の光を透過するフィルタと、前記青色の波長帯域の
光と前記緑色および前記赤色のうち少なくとも一方との波長帯域の光を透過するフィルタ
と、を少なくとも有する複数のフィルタで構成され、前記緑色の波長帯域の光を透過する
フィルタ数が、当該フィルタユニットの全フィルタ数の半数以上であり、かつ前記青色の
波長帯域の光を透過するフィルタ数が前記緑色の波長帯域の光を透過するフィルタ数以上
であるフィルタユニットを、前記複数の画素に対応させて配置したカラーフィルタと、前
記光源部が出射する光と、前記カラーフィルタを構成する各フィルタの特性と、に応じて
定められる使用フィルタ情報に基づいて注目画素を選択し、この注目画像が出力する電気
信号を用いて異なる時間に撮像された画像の動きを検出することにより、前記画像信号に
含まれるノイズ成分を低減するノイズ低減部と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る内視鏡装置によれば、白色照明光観察方式および狭帯域光観察方式のどち
らの観察方式においても適切にノイズ成分を低減することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の概略構成を示す図である。
【図２】図２は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の概略構成を示す模式図である
。
【図３】図３は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の撮像素子の画素の構成を示す
模式図である。
【図４】図４は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置のカラーフィルタの構成の一例
を示す模式図である。
【図５】図５は、本発明の一実施の形態に係るカラーフィルタの各フィルタの特性の一例
を示す図である。
【図６】図６は、本発明の一実施の形態に係るカラーフィルタの構成の別の一例を示す模
式図である。
【図７】図７は、本発明の一実施の形態に係るカラーフィルタの構成の別の一例を示す模
式図である。
【図８】図８は、本発明の一実施の形態に係るカラーフィルタの構成の別の一例を示す模
式図である。
【図９】図９は、本発明の一実施の形態に係るカラーフィルタの構成の別の一例を示す模
式図である。
【図１０】図１０は、本発明の一実施の形態に係るカラーフィルタの構成の別の一例を示
す模式図である。
【図１１】図１１は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の使用フィルタ情報記録部
が記録する使用フィルタ情報の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置が実行する処理の概要を示



(4) JP 6230409 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

すフローチャートである。
【図１３】図１３は、本発明の一実施の形態に係る動き補償部が行う撮像タイミングが異
なる画像間の動き補償を模式的に説明する図である。
【図１４】図１４は、本発明の一実施の形態に係る動き補償部が行う動き補償処理で用い
る注目画素およびブロックを模式的に説明する図である。
【図１５】図１５は、本発明の一実施の形態に係る動き補償部が行う動き補償処理で用い
る別の注目画素およびブロックを模式的に説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）を説明する。実施
の形態では、患者等の被検体の体腔内の画像を撮像して表示する医療用の内視鏡装置につ
いて説明する。また、この実施の形態により、この発明が限定されるものではない。さら
に、図面の記載において、同一部分には同一の符号を付して説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の概略構成を示す図である。図２は、
本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の概略構成を示す模式図である。
【００１３】
　図１および図２に示す内視鏡装置１は、被検体の体腔内に先端部を挿入することによっ
て被検体内の観察部位を撮像し、観察部位の体内画像（画像信号）を生成する内視鏡２（
内視鏡スコープ）と、内視鏡２を介して内視鏡２の先端から観察部位に向けて、赤色、緑
色および青色の波長帯域の光を含む白色照明光、または前記青色および前記緑色の波長帯
域にそれぞれ含まれる狭帯域の光からなる狭帯域照明光を出射する光源部３（光源装置）
と、撮像素子２０２が生成した体内画像に所定の画像処理を施すとともに、内視鏡装置１
全体の動作を統括的に制御するプロセッサ部４（処理装置）と、プロセッサ部４が画像処
理を施した体内画像を表示する表示部５と、を備える。内視鏡装置１は、患者等の被検体
の体腔内に、挿入部２１を挿入して体腔内の体内画像を取得する。医師等の使用者は、取
得した体内画像の観察を行うことによって、検出対象部位である出血部位や腫瘍部位（病
変部Ｓ）の有無を検査する。
【００１４】
　まず、内視鏡２の構成について説明する。
　内視鏡２は、可撓性を有する細長形状をなす挿入部２１と、挿入部２１の基端側に接続
され、各種の操作信号の入力を受け付ける操作部２２と、操作部２２から挿入部２１が延
びる方向と異なる方向に延び、光源部３およびプロセッサ部４に接続する各種ケーブルを
内蔵するユニバーサルコード２３と、を備える。
【００１５】
　挿入部２１は、光を受光する画素（フォトダイオード）が格子（マトリックス）状に配
列され、当該画素が受光した光に対して光電変換を行うことにより画像信号を生成する撮
像素子２０２を内蔵した先端部２４と、複数の湾曲駒によって構成された湾曲自在な湾曲
部２５と、湾曲部２５の基端側に接続され、可撓性を有する長尺状の可撓管部２６と、を
有する。
【００１６】
　操作部２２は、湾曲部２５を上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブ２２１と、
光源部３、プロセッサ部４に加えて、送気手段、送水手段、送ガス手段等の周辺機器の操
作指示信号を入力する操作入力部である複数のスイッチ２２２と、を有する（図１を参照
）。また、操作部２２は、体腔内に生体鉗子、レーザメスおよび検査プローブ等の処置具
を挿入する処置具挿入部２２３と、処置具挿入部２２３から挿入される処置具は、先端部
２４の処置具チャンネル（図示せず）を経由して開口部（図示せず）から表出する。
【００１７】
　ユニバーサルコード２３は、ライトガイド２０３と、１または複数のケーブルをまとめ
た集光ケーブルと、を少なくとも内蔵している。集合ケーブルは、内視鏡２および光源部
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３とプロセッサ部４との間で信号を送受信する信号線であって、設定データを送受信する
ための信号線、画像信号を送受信するための信号線、撮像素子２０２を駆動するための駆
動用のタイミング信号を送受信するための信号線などを含む。ユニバーサルコード２３は
、光源部３に着脱自在なコネクタ部２７を有する。コネクタ部２７は、コイル状のコイル
ケーブル２７ａが延設し、コイルケーブル２７ａの延出端にプロセッサ部４に着脱自在な
コネクタ部２８を有する。
【００１８】
　また、内視鏡２は、少なくとも、撮像光学系２０１と、撮像素子２０２と、ライトガイ
ド２０３と、照明用レンズ２０４と、Ａ／Ｄ変換部２０５と、撮像情報記録部２０６と、
を備える。
【００１９】
　撮像光学系２０１は、内視鏡２の先端に設けられ、少なくとも観察部位からの光を集光
する。撮像光学系２０１は、１または複数のレンズを用いて構成される。なお、撮像光学
系２０１には、画角を変化させる光学ズーム機構および焦点を変化させるフォーカス機構
が設けられていてもよい。
【００２０】
　撮像素子２０２は、撮像光学系２０１の光軸に対して垂直に設けられ、撮像光学系２０
１によって結ばれた光の像を光電変換して電気信号（画像信号）を生成する。撮像素子２
０２は、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）イメージセンサやＣＭＯＳ（Complementary
　Metal　Oxide　Semiconductor）イメージセンサを用いて実現される。
【００２１】
　ここで、撮像素子２０２の画素の構成について説明する。図３は、撮像素子２０２の画
素の構成を示す模式図である。
【００２２】
　図３に示すように、撮像素子２０２は、撮像光学系２０１からの光を受光する複数の画
素が、格子（マトリックス）状に配列されている。そして、撮像素子２０２は、それぞれ
の画素が受光した光に対して光電変換を行うことにより電気信号（画像信号、画素値、等
とも呼ばれる）を画像信号としてを生成する。この電気信号には、画素値（輝度値）や画
素の位置情報などが含まれる。図３では、ｉ行ｊ列目に配置されている画素を画素Ｐｉｊ

と記している。
【００２３】
　撮像素子２０２は、撮像光学系２０１と当該撮像素子２０２との間に設けられ、各々が
個別に設定される波長帯域の光を透過する複数のフィルタを有するカラーフィルタ２０２
ａを備える。カラーフィルタ２０２ａは、撮像素子２０２の受光面上に設けられる。
【００２４】
　ここで、カラーフィルタ２０２ａの構成について説明する。本実施の形態では、複数の
種類のカラーフィルタ２０２ａを用いることができる。このため、以下においては、本実
施の形態に適用可能なカラーフィルタ２０２ａの構成について説明する。
【００２５】
　（カラーフィルタの構成１）
　図４は、カラーフィルタ２０２ａの構成の一例（その１）を示す模式図である。
【００２６】
　図４に示すカラーフィルタ２０２ａ＿１は、本実施の形態では、例えば２×２のマトリ
ックス状に並べられた４つのフィルタからなるフィルタユニットＵ１を画素Ｐｉｊの配置
に応じて２次元的（マトリックス状）に並べて配置したものである。フィルタが設けられ
た画素Ｐｉｊは、フィルタが透過する波長帯域の光を受光する。例えば、青色の波長帯域
の光を透過するフィルタが設けられた画素Ｐｉｊは、青色の波長帯域の光を受光する。以
下、青色の波長帯域の光を受光する画素ＰｉｊをＢ画素という。同様に、緑色の波長帯域
の光を受光する画素ＰｉｊをＧ画素、赤色の波長帯域の光を受光する画素ＰｉｊをＲ画素
という。
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【００２７】
　ここでのフィルタユニットＵ１は、青色（Ｂ）波長帯域ＨＢ、緑色（Ｇ）の波長帯域Ｈ

Ｇおよび赤色（Ｒ）の波長帯域ＨＲの光を透過する。加えて、フィルタユニットＵ１は、
波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタの数が、フィルタユニットＵ１を構成する全フィル
タの数の半数以上であって、かつ波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタの数が、波長帯域
ＨＧの光を透過するフィルタの数以上となるように複数のフィルタが選択され、配置され
る。青色、緑色および赤色の波長帯域ＨＢ，ＨＧおよびＨＲは、例えば、波長帯域ＨＢが
３９０ｎｍ～５００ｎｍ、波長帯域ＨＧが５００ｎｍ～６００ｎｍ、波長帯域ＨＲが６０
０ｎｍ～７００ｎｍである。
【００２８】
　この図４に示されるとおり、本実施の形態に係るフィルタユニットＵ１は、波長帯域Ｈ

Ｂの光を透過するＢフィルタが１つと、波長帯域ＨＧの光をそれぞれ透過するＧフィルタ
が２つと、波長帯域ＨＢおよび波長帯域ＨＲの光を透過するＭｇフィルタが１つと、で構
成されている。以下、画素Ｐｉｊに対応する位置にＢフィルタが設けられる場合、このＢ
フィルタをＢｉｊと記す。同様に、画素Ｐｉｊに対応する位置にＧフィルタが設けられる
場合、このＧフィルタをＧｉｊ、画素Ｐｉｊに対応する位置にＭｇフィルタが設けられる
場合、このＭｇフィルタをＭｇｉｊと記す。
【００２９】
　フィルタユニットＵ１は、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタ（Ｇフィルタ）の数が
２つであり、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ（ＢフィルタおよびＭｇフィルタ）の
数が２つとなっている。
【００３０】
　図５は、本実施の形態に係るカラーフィルタ２０２ａ＿１の各フィルタの特性の一例を
示す図であって、光の波長と各フィルタの透過率との関係を示す図である。図５では、各
フィルタの透過率の最大値が等しくなるように透過率曲線を規格化している。図５に示す
曲線Ｌｂ（実線）はＢフィルタの透過率曲線を示し、曲線Ｌｇ（破線）はＧフィルタの透
過率曲線を示し、曲線Ｌｍ（一点鎖線）はＭｇフィルタの透過率曲線を示す。
【００３１】
　図５に示すように、Ｂフィルタは、波長帯域ＨＢの光を透過する。Ｍｇフィルタは、緑
色の補色であるマゼンダ色の波長帯域の光を透過する。換言すれば、Ｍｇフィルタは、波
長帯域ＨＧの光を吸収し、波長帯域ＨＢの光を透過するとともに、波長帯域ＨＲの光を透
過する。Ｇフィルタは、波長帯域ＨＧの光を透過する。なお、本明細書において、補色と
は、波長帯域ＨＢ，ＨＧ，ＨＲのうち少なくとも２つの波長帯域を含む光により構成され
る色のことをいう。
【００３２】
（カラーフィルタの構成２）
　図６は、本実施の形態に係るカラーフィルタ２０２ａの構成の別の一例（構成２）を示
す模式図である。
【００３３】
　図６に示すカラーフィルタ２０２ａ＿２は、本実施の形態では、例えば２×２の格子状
に並べられた４つのフィルタからなるフィルタユニットＵ２を２次元的に並べて配列した
ものである。フィルタユニットＵ２は、波長帯域ＨＢの光を透過するＢフィルタが１つと
、波長帯域ＨＢ，ＨＧの光を透過するＣｙフィルタが２つと、波長帯域ＨＲの光を透過す
るＲフィルタが１つと、で構成されている。
【００３４】
　Ｃｙフィルタは、赤色の補色であるシアン色の波長帯域の光を透過する。換言すれば、
Ｃｙフィルタは、波長帯域ＨＲの光を吸収し、波長帯域ＨＢの光を透過するとともに、波
長帯域ＨＧの光を透過する。
【００３５】
　フィルタユニットＵ２は、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタ（Ｃｙフィルタ）の数



(7) JP 6230409 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

が２つであり、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ（ＢフィルタおよびＣｙフィルタ）
の数が３つである。
【００３６】
（カラーフィルタの構成３）
　図７は、本実施の形態に係るカラーフィルタ２０２ａの構成の別の一例（構成３）を示
す模式図である。
【００３７】
　図７に示すカラーフィルタ２０２ａ＿３は、本実施の形態では、例えば２×２の格子状
に並べられた４つのフィルタからなるフィルタユニットＵ３を２次元的に並べて配列した
ものである。フィルタユニットＵ３は、波長帯域ＨＢの光を透過するＢフィルタが１つと
、波長帯域ＨＢ，ＨＧの光を透過するＣｙフィルタが２つと、波長帯域ＨＢ，ＨＲの光を
透過するＭｇフィルタが１つと、で構成されている。
【００３８】
　フィルタユニットＵ３は、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタ（Ｃｙフィルタ）の数
が２つであり、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ（Ｂフィルタ、Ｃｙフィルタおよび
Ｍｇフィルタ）の数が４つである。
【００３９】
（カラーフィルタの構成４）
　図８は、本実施の形態に係るカラーフィルタ２０２ａの構成の別の一例（構成４）を示
す模式図である。
【００４０】
　図８に示すカラーフィルタ２０２ａ＿４は、本実施の形態では、例えば２×２の格子状
に並べられた４つのフィルタからなるフィルタユニットＵ４を２次元的に並べて配列した
ものである。フィルタユニットＵ４は、波長帯域ＨＢの光を透過するＢフィルタが１つと
、波長帯域ＨＢ，ＨＧの光を透過するＣｙフィルタが２つと、波長帯域ＨＢ，ＨＧ，ＨＲ

の光を透過するＷフィルタが１つと、で構成されている。
【００４１】
　Ｗフィルタは、白色の波長帯域の光を透過する。換言すれば、Ｗフィルタは、波長帯域
ＨＢ，ＨＧ，ＨＲの光（白色光）を透過する。なお、Ｗフィルタを設けずに、空（透明）
のフィルタ領域としてもよい。
【００４２】
　フィルタユニットＵ４は、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタ（Ｃｙフィルタおよび
Ｗフィルタ）の数が３つであり、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ（Ｂフィルタ、Ｃ
ｙフィルタおよびＷフィルタ）の数が４つである。
【００４３】
（カラーフィルタの構成５）
　図９は、本実施の形態に係るカラーフィルタ２０２ａの構成の別の一例（構成５）を示
す模式図である。
【００４４】
　図９に示すカラーフィルタ２０２ａ＿５は、本実施の形態では、例えば４×４のマトリ
ックス状に並べられた１６個のフィルタからなるフィルタユニットＵ５を２次元的に並べ
て配列したものである。フィルタユニットＵ５は、上述したＢフィルタ、Ｇフィルタおよ
びＭｇフィルタをそれぞれ複数有し、かつ各Ｇフィルタが対角に配置されてなる。
【００４５】
　フィルタユニットＵ５は、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタ（Ｇフィルタ）の数が
８つであり、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ（ＢフィルタおよびＭｇフィルタ）の
数が８つである。
【００４６】
（カラーフィルタの構成６）
　図１０は、本実施の形態に係るカラーフィルタの構成の別の一例（構成６）を示す模式
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図である。
【００４７】
　図１０に示すカラーフィルタ２０２ａ＿６は、本実施の形態では、例えば４×４の格子
状に並べられた１６個のフィルタからなるフィルタユニットＵ６を２次元的に並べて配列
したものである。フィルタユニットＵ６は、上述したＢフィルタ、ＭｇフィルタおよびＷ
フィルタをそれぞれ複数有し、かつ各Ｗフィルタが対角に配置されてなる。
【００４８】
　フィルタユニットＵ６は、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタ（Ｗフィルタ）の数が
８つであり、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ（Ｂフィルタ、ＭｇフィルタおよびＷ
フィルタ）の数が１６個である。
【００４９】
　このように、本実施の形態では、上述した６種類のカラーフィルタ２０２ａのいずれか
が撮像素子２０２の受光面に設けられている。上述した実施の形態にかかるカラーフィル
タ２０２ａは、フィルタユニットにおいて、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタの数が
、フィルタユニットを構成するフィルタの数の半数以上であって、かつ波長帯域ＨＢの光
を透過するフィルタの数が、波長帯域ＨＧの光を透過するフィルタの数以上となればよく
、上述した配列のほか、上記の条件を満たす配列であれば適用可能である。なお、以下に
おいては、波長帯域ＨＧの光を受光する画素ＰｉｊをＧ画素、波長帯域ＨＲの光を受光す
る画素ＰｉｊをＲ画素、波長帯域ＨＢ、ＨＧの光を受光する画素ＰｉｊをＣｙ画素、波長
帯域ＨＢ、ＨRの光を受光する画素ＰｉｊをＭｇ画素、波長帯域ＨＢ，ＨＧ，ＨＲの光を
受光する画素ＰｉｊをＷ画素として説明する。
【００５０】
　図１および図２に戻り、内視鏡２の構成の説明を続ける。
　ライトガイド２０３は、グラスファイバ等を用いて構成され、光源部３が出射した光の
導光路をなす。
【００５１】
　照明用レンズ２０４は、ライトガイド２０３の先端に設けられ、ライトガイド２０３に
より導光された光を拡散して先端部２４から外部へ出射する。
【００５２】
　Ａ／Ｄ変換部２０５は、撮像素子２０２が生成した画像信号をＡ／Ｄ変換し、デジタル
に変換した画像信号（電気信号）をプロセッサ部４へ出力する。
【００５３】
　撮像情報記録部２０６は、内視鏡２を動作させるための各種プログラム、内視鏡２の動
作に必要な各種パラメータおよび内視鏡２の識別情報Ｄ等を含むデータを記憶する。識別
情報Ｄには、内視鏡２の固有情報（ＩＤ）であるスコープＩＤ、年式、スペック情報、伝
送方式、伝送レートおよびスコープＩＤに紐付けてカラーフィルタ２０２ａにかかる透過
フィルタの配列情報等が含まれる。撮像情報記録部２０６は、Ｆｌａｓｈメモリ等の半導
体メモリを用いて実現される。
【００５４】
　つぎに、光源部３の構成について説明する。
　光源部３は、照明部３１と、照明制御部３２と、を備える。
【００５５】
　照明部３１は、照明制御部３２の制御のもと、波長帯域が互いに異なる複数の照明光を
切り替えて出射する。照明部３１は、波長帯域が互いに異なる複数の照明光を切り替えて
出射する。照明部３１は、光源３１ａと、光源ドライバ３１ｂと、切替フィルタ３１ｃと
、駆動部３１ｄと、駆動ドライバ３１ｅと、集光レンズ３１ｆと、を有する。
【００５６】
　光源３１ａは、照明制御部３２の制御のもと、赤色、緑色および青色の波長帯域ＨＢ，
ＨＧおよびＨＲの光を含む白色照明光を出射する。光源３１ａが発生した白色照明光は、
切替フィルタ３１ｃや、集光レンズ３１ｆおよびライトガイド２０３を経由して先端部２
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４から外部に出射される。光源３１ａは、白色ＬＥＤや、キセノンランプなどの白色光を
発する光源を用いて実現される。
【００５７】
　光源ドライバ３１ｂは、照明制御部３２の制御のもと、光源３１ａに対して電流を供給
することにより、光源３１ａに白色照明光を出射させる。
【００５８】
　切替フィルタ３１ｃは、光源３１ａが出射した白色照明光のうち青色の狭帯域光および
緑色の狭帯域光のみを透過する。切替フィルタ３１ｃは、照明制御部３２の制御のもと、
光源３１ａが出射する白色照明光の光路上に挿脱自在に配置されている。切替フィルタ３
１ｃは、白色照明光の光路上に配置されることにより、二つの狭帯域光のみを透過する。
具体的には、切替フィルタ３１ｃは、波長帯域ＨＢに含まれる狭帯域ＴＢ（例えば、３９
０ｎｍ～４４５ｎｍ）の光と、波長帯域ＨＧに含まれる狭帯域ＴＧ（例えば、５３０ｎｍ
～５５０ｎｍ）の光と、からなる狭帯域照明光を透過する。この狭帯域ＴＢ，ＴＧは、血
液中のヘモグロビンに吸収されやすい青色光および緑色光の波長帯域である。この帯域に
制限されて射出される光を狭帯域照明光といい、当該狭帯域照明光による画像の観察を持
って狭帯域光観察（ＮＢＩ）方式という。
【００５９】
　駆動部３１ｄは、切替フィルタ３１ｃを光源３１ａの光路から挿脱動作させる。駆動部
３１ｄは、ステッピングモータやＤＣモータ等を用いて構成される。
【００６０】
　駆動ドライバ３１ｅは、照明制御部３２の制御のもと、駆動部３１ｄに所定の電流を供
給する。
【００６１】
　集光レンズ３１ｆは、光源３１ａが出射した白色照明光、または切替フィルタ３１ｃを
透過した狭帯域照明光を集光して、光源部３の外部（ライトガイド２０３）に出射する。
【００６２】
　照明制御部３２は、光源ドライバ３１ｂを制御して光源３１ａをオンオフ動作させる。
また、照明制御部３２は、駆動ドライバ３１ｅを制御して切替フィルタ３１ｃを光源３１
ａの光路に対して挿脱動作させることによって、照明部３１により出射される照明光の種
類（帯域）を制御する。具体的には、照明制御部３２は、切替フィルタ３１ｃを光源３１
ａの光路に対して挿脱動作させることによって、照明部３１から出射される照明光を、白
色照明光および狭帯域照明光のいずれかに切り替える制御を行う。換言すれば、照明制御
部３２は、波長帯域ＨＢ，ＨＧおよびＨＲの光を含む白色照明光を用いた白色照明光観察
（ＷＬＩ：White　Light　Imaging）方式と、狭帯域ＴＢ，ＴＧの光からなる狭帯域照明
光を用いた狭帯域光観察（ＮＢＩ：Narrow　Band　Imaging）方式とのいずれかの観察方
式に切り替える制御を行う。
【００６３】
　次に、プロセッサ部４の構成について説明する。
　プロセッサ部４は、ノイズ低減部４１と、フレームメモリ４２と、画像処理部４３と、
表示画像生成部４４と、記録部４５と、入力部４６と、制御部４７と、を備える。
【００６４】
　ノイズ低減部４１は、Ａ／Ｄ変換部２０５から入力される画像信号に含まれるノイズ成
分を低減するＮＲ処理を行って画像処理部４３およびフレームメモリ４２へ出力する。ノ
イズ低減部４１は、動き補償部４１１と、画素加算部４１２と、を有する。
【００６５】
　動き補償部４１１は、後述する使用フィルタ情報記録部４５１が記録する光源部３が出
射する光とカラーフィルタ２０２ａを構成する各フィルタの特性とに応じて定められた使
用フィルタ情報に基づいて注目画素を選択し、この注目画素が出力する電気信号（画素値
）を用いて、撮像素子２０２が異なる時間に撮像して生成した画像の動きを検出すること
により、撮像素子２０２が生成した画像信号に含まれるノイズ成分を低減する。具体的に
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は、動き補償部４１１は、撮像素子２０２が生成した時間的に隣接する画像信号に対応す
る２つの画像（フレーム）の動きを補償する動き補償処理を行う。
【００６６】
　画素加算部４１２は、Ａ／Ｄ変換部２０５から入力された最新の画像信号に対応する現
フレーム（最新画像）の各画素の画素値（電気信号）に、動き補償部４１１から入力され
る画像の動き補償を行った画像信号に対応する前フレーム（補償画像）の各画素の画素値
を加算および平均することによって、最新画像の画像信号に対応する現フレーム（最新画
像）に含まれるノイズ成分を低減し、このノイズ成分を低減した画像信号に対応する現フ
レーム（最新画像）をフレームメモリ４２および画像処理部４３へ出力する。
【００６７】
　フレームメモリ４２は、ノイズ低減部４１から入力されたノイズ成分が低減された画像
信号（現フレーム）を記憶する。フレームメモリ４２は、ＳＤＲＡＭ等の半導体メモリを
用いて構成される。
【００６８】
　画像処理部４３は、ノイズ低減部４１から入力された最新の画像信号に対応する現フレ
ーム（最新画像）に対して各種の画像処理を行って表示画像生成部４４へ出力する。ここ
で、画像処理部４３が行う画像処理としては、黒レベルのオフセット量を補正するＯＢク
ランプ処理、複数の画素の色情報の相関値から欠落している色成分の補間を行うデモザイ
キング処理、デモザイキング処理を施した画像信号に対して、明るさレベルの階調処理を
行うゲイン調整処理およびカラー画像信号を生成するカラー画像生成処理等である。
【００６９】
　表示画像生成部４４は、画像処理部４３から入力された最新画像の画像信号に対応する
現フレーム（最新画像）に対して、階調変換処理、拡大処理および／または粘膜表層の毛
細血管若しくは粘膜微細模様等の構造強調処理等を行って表示部５へ出力する。
【００７０】
　記録部４５は、内視鏡装置１を動作させるための各種プログラムおよび内視鏡装置１の
動作に必要な各種パラメータ等を含むデータを記録する。記録部４５は、Ｆｌａｓｈメモ
リやＳＤＲＡＭ等の半導体メモリを用いて実現される。また、記録部４５は、使用フィル
タ情報記録部４５１を有する。
【００７１】
　使用フィルタ情報記録部４５１は、動き補償部４１１が撮像素子２０２によって生成さ
れた画像信号に対して動き補償を行う場合の使用フィルタに関する使用フィルタ情報を記
録する。
【００７２】
　図１１は、使用フィルタ情報記録部４５１ｇが記録する使用フィルタ情報の一例を示す
図である。図１１に示す使用フィルタ情報Ｔ１は、カラーフィルタごとに、照明光の種類
に応じて動き補償部４１１が動き補償処理に使用するフィルタの種類を記録する。まず、
基本的に撮像素子２０２が備えるカラーフィルタ２０２ａは固定されており切り替えるこ
とができないが、本実施形態では、内視鏡２（スコープ）そのものを交換することができ
る構成になっている。従って、図１１に示される「使用フィルタ情報Ｔ１」と「カラーフ
ィルタの種類」とは、実際の使用時においては「スコープＩＤ」として紐付けて管理され
ることとなるが、説明を明快にするため、ここでは「カラーフィルタ種別」として表記す
る。この前提の下、動き補償部４１１が動き補償処理に使用するフィルタを設定する際の
条件を説明する。動き補償部４１１が動き補償処理に使用するフィルタを設定する際には
、以下の二つの条件１、２のうち、まず条件１に基づいてフィルタを設定し、条件１で複
数の候補が存在する場合には、さらに条件２に基づいて候補を絞り込んで使用するフィル
タを設定する。
　条件１：フィルタユニットの中で同種の色成分を透過するフィルタ数が最大のフィルタ
。
　条件２：条件１に適合するフィルタが複数ある場合、狭帯域照明光の感度がより高いフ
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ィルタ。ここで、感度はＷフィルタ＞Ｃｙフィルタ＞Ｂフィルタ＞Ｍｇフィルタ＞Ｇフィ
ルタの順である。
　なお、この条件１、２については、各カラーフィルタ２０２ａ＿１～２０２ａ＿６をそ
れぞれ構成するフィルタユニットＵ１～Ｕ６に対して考慮すれば十分である。
【００７３】
　まず、カラーフィルタ２０２ａ＿１について説明する。照明光が白色光である場合、条
件１に基づいてＧフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。また、照明光が狭帯域光
である場合、Ｍｇフィルタは波長帯域ＨＢの光のみを透過するため、実質的にＢフィルタ
とみなせる。従って、条件１に基づくと、波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタ数と波長
帯域ＨＧの光を透過するフィルタ数が同数になる。そこで、条件２を適用すると、Ｂフィ
ルタの方がＧフィルタよりも感度が高いので、Ｂフィルタ（Ｍｇフィルタを含む）が動き
補償処理用のフィルタとなる。
【００７４】
　カラーフィルタ２０２ａ＿２について説明する。照明光が白色光である場合、条件１に
基づいてＣｙフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。また、照明光が狭帯域光であ
る場合、Ｃｙフィルタはそのままシアン色成分を透過するので、この場合も条件１に基づ
いてＣｙフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。
【００７５】
　カラーフィルタ２０２ａ＿３について説明する。照明光が白色光である場合、条件１に
基づいてＣｙフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。また、照明光が狭帯域光であ
る場合、Ｍｇフィルタは波長帯域ＨＢの光のみを透過するため、実質的にＢフィルタとみ
なせる。従って、条件１に基づくと、波長帯域ＨＢの光のみを透過するフィルタ数とシア
ン色成分を透過するフィルタ数が同数になる。そこで、条件２を適用すると、Ｃｙフィル
タの方がＢフィルタよりも感度が高いので、照明光が狭帯域光の場合には、Ｃｙフィルタ
が動き補償処理用のフィルタとなる。
【００７６】
　カラーフィルタ２０２ａ＿４について説明する。照明光が白色光である場合、条件１に
基づいてＣｙフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。また、照明光が狭帯域光であ
る場合、Ｗフィルタは波長帯域ＨＢの光および波長帯域ＨＧの光を透過するので、実質的
にＣｙフィルタとなる。従って、照明光が狭帯域光である場合もＣｙフィルタ（Ｗフィル
タを含む）が動き補償処理用のフィルタとなる。
【００７７】
　カラーフィルタ２０２ａ＿５について説明する。照明光が白色光である場合、条件１に
基づいてＧフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。また、照明光が狭帯域光である
場合、Ｍｇフィルタは波長帯域ＨＢの光のみを透過するため、実質的にＢフィルタとみな
せる。従って、条件１に基づくと、実質的なＢフィルタとＧフィルタの数が同数となる。
そこで、条件２を適用すると、Ｂフィルタの方がＧフィルタよりも感度が高いので、Ｂフ
ィルタ（Ｍｇフィルタを含む）が動き補償処理用のフィルタとなる。
【００７８】
　カラーフィルタ２０２ａ＿６について説明する。照明光が白色光である場合、条件１に
基づいてＷフィルタが動き補償処理用のフィルタとなる。また、照明光が狭帯域光である
場合、Ｗフィルタは実質的にＣｙフィルタとみなせ、Ｍｇフィルタは実質的にＢフィルタ
とみなせる。従って、条件１に基づくと、シアン色成分を透過するフィルタ数と波長帯域
ＨＢの光のみを透過するフィルタ数が同数になる。そこで、条件２を適用すると、Ｃｙフ
ィルタの方がＢフィルタよりも感度が高いので、実質的にＣｙフィルタであるＷフィルタ
が動き補償処理用のフィルタとなる。
【００７９】
　このように動き補償部４１１は、照明光の種別情報および使用フィルタ情報Ｔ１（スコ
ープＩＤ）を参照して、動き補償処理に使用すべきフィルタを特定し、特定したフィルタ
に対応する画素(注目画素)が出力する電気信号を用いて異なる時間に撮像された画像の動



(12) JP 6230409 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

き補償処理を行う。
【００８０】
　図１および図２に戻り、プロセッサ部４の構成の説明を続ける。
　入力部４６は、内視鏡装置１に対するユーザからの入力等を行うためのインターフェー
スであり、電源のオン／オフを行うための電源スイッチ、撮影モードやその他各種のモー
ドを切り替えるためのモード切替ボタン、光源部３の照明光を切り替えるための照明光切
替ボタンなどを含んで構成されている。
【００８１】
　制御部４７は、内視鏡２および光源部３を含む各構成部の駆動制御および各構成部に対
する情報の入出制御等を行う。また、制御部４７は、記録部４５に記憶されている撮像制
御のための設定データ（例えば、読み出し対象の画素など）や撮像タイミングを示すタイ
ミング信号および光源部３による照射タイミングを示す照射タイミング信号等を、所定の
信号線やバスを介して内視鏡２および光源部３へ出力する。また、制御部４７は、照明光
の種別情報および撮像情報記録部２０６を介して取得したカラーフィルタ情報（識別情報
Ｄ）をノイズ低減部４１へ出力する。
【００８２】
　次に、表示部５について説明する。
　表示部５は、プロセッサ部４から入力される表示画像信号に対応する画像を表示する。
表示部５は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）等を用いて構成される。
【００８３】
　以上の構成を有する内視鏡装置１が実行する処理について説明する。図１２は、内視鏡
装置１が実行する処理の概要を示すフローチャートである。なお、以下の処理において、
カラーフィルタ２０２ａ＿１（フィルタユニットＵ１）の例を説明する。
【００８４】
　図１２に示すように、まず、制御部４７は、プロセッサ部４に接続された内視鏡２の撮
像情報記録部２０６の識別情報記録部２０６ａからカラーフィルタ情報（スコープＩＤ）
を取得する（ステップＳ１０１）。この場合、制御部４７は、識別情報記録部２０６ａか
ら取得したカラーフィルタ情報を動き補償部４１１へ出力する。
【００８５】
　続いて、内視鏡装置１の観察方式が白色照明光観察方式である場合（ステップＳ１０２
：Ｙｅｓ）において、光源３１ａが出射する白色光の光路上に切替フィルタ３１ｃが挿入
されているとき（ステップＳ１０３：Ｙｅｓ）、照明制御部３２は、駆動部３１ｄを制御
することによって、切替フィルタ３１ｃを光源３１ａの光路上から退避させる（ステップ
Ｓ１０４）。
【００８６】
　その後、照明制御部３２は、光源３１ａに白色光を被検体内の生体組織に向けて照射さ
せる（ステップＳ１０５）。この場合、照明制御部３２は、操作部２２から被検体の検査
の終了を指示する指示信号または狭帯域照明光の照射を指示する指示信号が入力されるま
で、連続的に光源３１aに白色光を照射させる。このとき、照明制御部３２は、制御部４
７を介して照明光の種別情報を動き補償部４１１へ出力する。
【００８７】
　続いて、制御部４７は、光源部３が白色光を照射した被検体内の生体組織を撮像素子２
０２に撮像させる（ステップＳ１０６）。
【００８８】
　その後、動き補償部４１１は、Ａ／Ｄ変換部２０５を介して撮像素子２０２が生成した
最新画像の画像信号に対応する現フレーム、フレームメモリ４２からノイズ成分が低減さ
れた直前の画像信号に対応する前フレームおよび使用フィルタ情報記録部４５１から使用
フィルタ情報を取得する（ステップＳ１０７）。
【００８９】
　続いて、動き補償部４１１は、制御部４７から入力されたカラーフィルタ情報、照明光
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の種別情報および使用フィルタ情報に基づいて、前フレームおよび現フレームの動きを補
償する動き補償処理を実行する（ステップＳ１０８）。
【００９０】
　図１３は、動き補償部４１１が前フレームおよび現フレームそれぞれに対して実行する
動き補償処理で用いる画素の選択方法を模式的に説明する図である。
【００９１】
　図１３に示すように、動き補償部４１１は、直前の画像信号に対応する前フレームＦ１
に対して、ブロックマッチング法を用いて、前フレームＦ１と現フレームＦ２との動きを
補償する動き補償処理を行う。ブロックマッチング法は、例えば、前フレームＦ１の対象
画素Ｍ１’が現フレームＦ２のどの位置に移動したかを検出する。このため、動き補償部
４１１は、対象画素Ｍ１’を中心としたブロックＢ１（小領域）をテンプレートとして、
現フレームＦ２において前フレームＦ１の対象画素Ｍ１’の位置と同じ位置の画素ｆ２を
中心に、現フレームＦ２をブロックＢ１のテンプレートで走査し、テンプレート間の差分
絶対値和が最も小さい位置の中心画素を対象画素Ｍ１とする。即ち、動き補償部４１１は
、現フレームＦ２において対象画素Ｍ１’から対象画素Ｍ１への動き量Ｙ１（動きベクト
ル）を検出し、この処理を前フレームＦ１の全ての画素に対して行う。
【００９２】
　図１３に示す状況下において、動き補償部４１１は、カラーフィルタ情報、照明光の種
別情報および使用フィルタ情報に基づいて、注目画素を選択する。具体的には、図１４に
示すように、動き補償部４１１は、カラーフィルタ２０２ａがカラーフィルタ２０２ａ＿
１（フィルタユニットＵ１）、照明光が白色光の場合において、対象画像Ｍ１が注目画素
でありかつ画素Ｐ43のとき、使用フィルタ情報に従って、画素Ｐ43を中心として、画素Ｐ

43に隣接する画素からなるブロックＢ１をテンプレートとして、注目画素において前フレ
ームＦ１を走査する。なお、図１４では、画素ｉｊに対応したフィルタを括弧書きで記載
している。
【００９３】
　これに対して、図１５に示すように、動き補償部４１１は、カラーフィルタ２０２ａが
カラーフィルタ２０２ａ＿１（フィルタユニットＵ１）、照明光が白色光の場合、対象画
像Ｍ１が注目画素ではなくかつ画素Ｐ33のとき、使用フィルタ情報に従って、画素Ｐ33に
換えて注目画素である、画素Ｐ33の周辺の画素Ｐ23、Ｐ32、Ｐ34、Ｐ43からなるブロック
Ｂ１をテンプレートとして前フレームＦ１を走査する。これにより、照明光の特性に応じ
た動き補償を行うことができるので、前フレームＦ１と現フレームＦ２との間で生じる動
き量Ｙ１を正確に検出することができる。
【００９４】
　図１２に戻り、ステップＳ１０９以降の説明を続ける。
　ステップＳ１０９において、画素加算部４１２は、最新の画像信号に対応する現フレー
ム（最新画像）の各画素の画素値に、動き補償部４１１が動き補償を行った最新の画像信
号に対応する現フレーム（最新画像）の各画素の画素値を加算および平均する画素加算処
理を行って画像処理部４３へ出力する。
【００９５】
　続いて、画像処理部４３は、ノイズ低減部４１から入力された画像信号に対して、デモ
ザイキング処理、色成分生成処理およびカラー画像生成処理等を行う画像処理を行って表
示画像生成部４４へ出力する（ステップＳ１１０）。
【００９６】
　その後、表示画像生成部４４は、画像処理部４３から入力された画像信号に対して表示
用の表示画像信号を生成する表示画像生成処理を行って表示部５へ出力する（ステップＳ
１１１）。ステップＳ１１１の後、内視鏡装置１は、後述するステップＳ１２１へ移行す
る。
【００９７】
　ステップＳ１０３において、光源３１ａが出射する白色光の光路上に切替フィルタ３１
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ｃが挿入されていないとき（ステップＳ１０３：Ｎｏ）、内視鏡装置１は、ステップＳ１
０５へ移行する。
【００９８】
　次に、ステップＳ１０２において、内視鏡装置１の観察方式が白色照明光観察方式でな
い場合、即ち、狭帯域光観察の場合（ステップＳ１０２：Ｎｏ）について説明する。この
場合において、光源３１ａが出射する白色光の光路上に切替フィルタ３１ｃが挿入されて
いるとき（ステップＳ１１２：Ｙｅｓ）、照明制御部３２は、照明部３１に狭帯域光を被
検体内の生体組織に照射させる（ステップＳ１１４）。このとき、照明制御部３２は、操
作部２２から被検体の検査の終了を指示する指示信号または狭帯域照明光の照射を指示す
る指示信号が入力されるまで、連続的に光源３１aに白色光を照射させる。さらに、照明
制御部３２は、制御部４７を介して照明光の種別情報を動き補償部４１１へ出力する。
【００９９】
　続いて、制御部４７は、照明部３１が照射した狭帯域光を照射した被検体内の生体組織
を撮像素子２０２に撮像させる（ステップＳ１１５）。
【０１００】
　その後、動き補償部４１１は、Ａ／Ｄ変換部２０５を介して撮像素子２０２が生成した
最新の画像信号に対応する現フレーム、フレームメモリ４２からノイズ成分が低減された
直前の画像信号に対応する前フレームおよび使用フィルタ情報記録部４５１から使用フィ
ルタ情報を取得する（ステップＳ１１６）。
【０１０１】
　続いて、動き補償部４１１は、使用フィルタ情報記録部４５１から取得した使用フィル
タ情報に基づいて、直前の画像信号および最新の画像信号の動きを補償する動き補償処理
を実行する（ステップＳ１１７）。
【０１０２】
　その後、画素加算部４１２は、最新の画像信号に対応する現フレームの各画素の画素値
に、動き補償部４１１が動き補償を行った最新の画像信号に対応する現フレームの各画素
の画素値を加算する画素加算処理を行って画像処理部４３へ出力する（ステップＳ１１８
）。
【０１０３】
　続いて、画像処理部４３は、ノイズ低減部４１から入力された画像信号に対して、デモ
ザイキング処理、色成分生成処理およびカラー画像生成処理等を行う画像処理を行って表
示画像生成部４４へ出力する（ステップＳ１１９）。
【０１０４】
　その後、表示画像生成部４４は、画像処理部４３から入力されたＢ画素の画素値および
毛細血管の成分を表示部５のＢチャンネルおよびＧチャンネルに、深層血管の成分をＲチ
ャンネルにそれぞれ割り当てる表示画像生成処理を行って表示部５へ出力する（ステップ
Ｓ１２０）。これにより、表層の毛細血管の箇所が赤褐色、その他の箇所はシアンから緑
色に着色され、粘膜表層の毛細血管が強調された強調画像が表示部５に表示される。ステ
ップＳ１２０の後、内視鏡装置１は、ステップＳ１２１へ移行する。
【０１０５】
　ステップＳ１１１またはステップＳ１２０の後、操作部２２を介して被検体の検査を終
了する指示信号が入力された場合（ステップＳ１２１：Ｙｅｓ）、内視鏡装置１は、本処
理を終了する。この場合、照明制御部３２は、光源３１ａを停止させる。これに対して、
操作部２２を介して被検体の検査を終了する指示信号が入力されていない場合（ステップ
Ｓ１２１：Ｎｏ）、内視鏡装置１は、ステップＳ１０２へ戻る。
【０１０６】
　ステップＳ１１２において、光源３１ａが出射する白色光の光路上に切替フィルタ３１
ｃが挿入されていないとき（ステップＳ１１２：Ｙｅｓ）、照明制御部３２は、駆動部３
１ｄを制御することによって、切替フィルタ３１ｃを光源３１ａの光路上に挿入する（ス
テップＳ１１３）。ステップＳ１１３の後、内視鏡装置１は、ステップＳ１１４へ移行す
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る。
【０１０７】
　以上説明した本実施の一実施の形態によれば、白色照明光観察方式および狭帯域光観察
方式のどちらの観察方式においても適切にノイズ成分を低減することができる。
【０１０８】
　なお、上述した実施の形態にかかる内視鏡装置１は、１つの光源３１ａから出射される
白色光に対して、切替フィルタ３１ｃの挿脱により照明部３１から出射される照明光を白
色照明光および狭帯域照明光に切り替えるものとして説明したが、白色照明光および狭帯
域照明光をそれぞれ出射する二つの光源を切り替えて白色照明光および狭帯域照明光のい
ずれかを出射するものであってもよい。二つの光源を切り替えて白色照明光および狭帯域
照明光のいずれかを出射する場合、例えば、光源部、カラーフィルタおよび撮像素子を備
え、被検体内に導入されるカプセル型の内視鏡にも適用することができる。
【０１０９】
　また、本発明に係るカラーフィルタは、フィルタユニットにおいて、波長帯域ＨＧの光
を透過するフィルタの数が、フィルタユニットを構成するフィルタの数の半数以上であっ
て、かつ波長帯域ＨＢの光を透過するフィルタの数が、波長帯域ＨＧの光を透過するフィ
ルタの数以上となればよく、上述した配列のほか、上記の条件を満たす配列であれば適用
可能である。
【０１１０】
　また、本発明では、各々が所定の波長帯域の光を透過する透過フィルタを複数有するカ
ラーフィルタが撮像素子の受光面に設けられているものとして説明したが、各透過フィル
タが撮像素子の各画素に個別に設けられているものであってもよい。
【０１１１】
　また、本発明に係る内視鏡装置は、撮像素子と超音波トランスデューサが先端部に内蔵
された超音波内視鏡、および被検体内に導入可能なカプセル型内視鏡であっても適用する
ことができる。カプセル型内視鏡に適用する場合、２つの光源を切り替えて白色照明光お
よび狭帯域照明光のいずれかを出射する場合、例えば、光源部、カラーフィルタおよび撮
像素子をカプセル型の筐体内に設ければよい。
【０１１２】
　なお、本明細書におけるフローチャートの説明では、「まず」、「その後」、「続いて
」等の表現を用いてステップ間の処理の前後関係を明示していたが、本発明を実施するた
めに必要な処理の順序は、それらの表現によって一意的に定められるわけではない。即ち
、本明細書で記載したフローチャートにおける処理の順序は、矛盾のない範囲で変更する
ことができる。
【０１１３】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態を含みうるものであ
り、特許請求の範囲によって特定される技術的思想の範囲内で種々の設計変更等を行うこ
とが可能である。
【符号の説明】
【０１１４】
　１　内視鏡装置
　２　内視鏡
　３　光源装置
　４　処理装置
　５　表示部
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ユニバーサルコード
　２４　先端部
　３１　照明部
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　３１ａ　光源
　３１ｂ　光源ドライバ
　３１ｃ　切替フィルタ
　３１ｄ　駆動部
　３１ｅ　駆動ドライバ
　３１ｆ　集光レンズ
　３２　照明制御部
　４１　ノイズ低減部
　４２　フレームメモリ
　４３　画像処理部
　４４　表示画像生成部
　４５　記録部
　４６　入力部
　４７　制御部
　２０１　撮像用レンズ
　２０２　撮像素子
　２０２ａ　カラーフィルタ
　２０３　ライトガイド
　２０４　照明用レンズ
　２０５　Ａ／Ｄ変換部
　２０６　撮像情報記憶部
　４１１　動き補償部
　４１２　画素加算部
　４５１　使用フィルタ情報記録部
　Ｕ１～Ｕ６　フィルタユニット
【図１】 【図２】
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